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概要 
高速画像解析システムは，１秒

マの映像を、120 分間 VHS テー
高速録画し、スローコマ送り再

より、高速動作を解析できるも

ステムを利用した解析依頼がある。

しかし，その半数近くの依頼

可能であるが，１秒間に 3 0 コ
画する通常のビデオカメラによ

変化なので，ノンリニア映像編

コマ送り編集などを行うと、その

できると考えられる。 
しかし，つぎのような理由で

に撮影できないため，撮影・動

ないことがあることがわかった。 
① カメラのシャッター速度が

分の 1 秒の低速で撮影されて
不足の照明で撮影されている。③

に透明のガラスなどがあるとき

方向から照明を当てるとその反

撮影することになる。④  撮影時
起きている。 
たとえば，1 00 0 分の１秒のシ
撮影の被写体に比べて，通常の

度撮影の被写体は，17 倍動い
り，映像（画像）がぶれるためで

1000 分の１秒程度の高速シャ
映像編集を行うと，その動作解析が

しかし，通常ビデオカメラ撮

デオカメラ撮影より少ない光量

能で，長時間録画ができ，撮影

の動作撮影にも好ましい。 
 
解析例 
Ａ製菓工場でのキャンディ包

トラブル解析に，本報告の方法

解析ができた例について説明する
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Ａ製菓工場では，図１に示すような１分間 
間に 500 コ に 660 個のキャンディを包装する工程におい 
プに 14 分間 て、キャンディの割れや空包装というトラブ 
生することに ルがあり，この包装工程について，通常のビ 
ので，このシ デオカメラを用いて撮影したが、その現象が 
 解析できなかった。 

 

は，視認は不 
マの映像を録 
り撮影可能な 
集機でスロー 
動作解析が 

，動作が鮮明 
作解析ができ 

図１ キャンディ包装工程 
そこで、Ａ製菓工場の工場内の照明環境が ，通常の 6 0 
悪いこともあり，本報告の高速シャッター撮 いる。②  光量 
影法を採用した。  被写体の前

，カメラと同 キャンディ包装紙 (フィルム )の透明化や照 
明の当て方の工夫および，ピンがないキャン 射光ばかりを 
ディ搬送工程のピン位置の印付けなどを行っ 間外に変化が 
た後、高速シャッター撮影および映像編集を 
行った。 ャッター速度 
その結果、回転容器の中からコンベア上に シャッター速 
落ちる部分（Ａ部）で、キャンデｨの落下速度 ていることにな 
が不均一になることによりトラブルが発生し あり，まず， 
ていることがわかった。  ッター撮影し， 
すなわち、トラブルがない安定落下の場合， 行える。  
図 ２に見られるよ うに，ピンとピンの間に、 影は，高速ビ 
キャンデｨが１個ずつ落下している（ ０， １ ， での撮影が可 
２ ， ３ ）が、落下時に、粉が発生し、その粉 時間外の変化 
が落下部に溜まってくると、図３に見られる 
よ う に ， キ ャ ンデ ｨ が落 ちに く く な り （ ０ ） 、 
そのキャンディが落ちないうちに次のピンが 
きて し ま う （ １ ） 結 果 、その次のピン とそれ 装工程での 
に続くピンの間に続けて２個落ちる（２，３ ） により，現象 
という現象が起きることがわかった。 。 
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この現象が空包装や割れのトラブルにつな 
がることが予想され、後方過程の撮影によっ 
て確認された。すなわち、図４、図５、図６、 
図７のＢ、Ｃ部で撮影された画像から、コン 
ベア上のピン間搬送時もブラシ搬送時も、キ 
ャンディがない部位には、キャンディがずれ 
て く る こ とはな く 、 キ ャンデ ィが ２つある部 
位には、２つあったままの位置関係で搬送さ 
れていることがわかる。 
ここで、Ｃ部での白線間はピン間を表す。 
包装機部では、空の部分はそのまま送られ、 
２個落ちた部分では、図８のように、前後の 
キャンディが割れてしまうまでぶつかり合っ 
ている様子が見られた。 

 

 
図２ 回転容器からの安定落下（Ａ部） 

 

 
図３ 回転容器からの不安定落下（Ａ部） 

 

図４ 正常搬送（Ｂ部） 

  
図５ 異常搬送１（Ｂ部） 

  
図６ 異常搬送２（Ｂ部） 

  

図７ ブラシ搬送（Ｃ部） 

  

図８ 異常包装(２つ落ちた部位の様子) 
 
用途 
 キャンディ包装ラインのトラブル解析で使 
用した映像撮影・画像編集システム技術は、 
いろいろな場面で使い得る技術である。 
すなわち、当研究所で行った現象解析例と 
して、以下があげられる。 
① 都市ガスバーナの着火の様子を本報告の 
手法により撮影・編集を行うと、火移り状況 
が観測できるものとした。②粉砕試料調整器 
の透明プラスチック容器内の豆の粉砕挙動を，

高速ビデオカメラ撮影、スロー再生後、映像 
編集を行って、人間の目で追視できるものに 
した。③  高速回転ドリル刃の動きを、上述の 
② の方法で、撮影、編集を行い、ドリル刃の 
動きが、人間の目で追視できるものにした。 
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